




令和６年２月10日発行(3) （ ）
　

12
月
18
日
、
当
所
に
お
い

て
、
食
品
部
会
講
演
会
（
栃

木
市
フ
ー
ド
バ
レ
ー
協
議
会

共
催
）
を
開
催
し
、
20
名
が

参
加
し
た
。

　

講
師
に
は
、
食
の
雑
誌

「dancyu

」
編
集
長
で
栃
木
市

ふ
る
さ
と
大
使
の
植
野
広
生

氏
を
お
招
き
し
、「
食
が
人
生

を
豊
か
に
す
る
」
を
テ
ー
マ

に
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

　

講
演
で
は
、
自
分
自
身
の

食
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
世

の
中
の
流
行
に
流
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
主
観
と
嗜
好
性
を

自
分
軸
と
し
て
自
分
の
拠
り

所
と
な
る
店
・
食
を
選
ん
で

ほ
し
い
と
話
さ
れ
た
。ま
た
、

「
い
い
店
」
と
は
、
サ
ー
ビ
ス

や
雰
囲
気
、
居
心
地
な
ど
す

べ
て
の
お
客
様
と
良
い
関
係

に
よ
り
築
く
も
の
で
あ
り
、

ぜ
ひ
自
店
の
フ
ァ
ン
を
作
っ

て
ほ
し
い
と
強
調
さ
れ
た
。

　

１
月
10
日
、
当
所
に
お
い

て
、
生
成
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
活
用

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
デ
ジ
タ

ル
化
の
進
展
に
よ
り
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ 

Ｇ
Ｐ
Ｔ
等
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
普

及
し
つ
つ
あ
る
中
、
そ
れ
ら

を
活
用
す
る
こ
と
で
経
営
力

強
化
と
業
務
効
率
化
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

た
も
の
。

　

講
師
に
は
、
中
小
企
業
診

断
士
の
富
田
良
治
氏
を
迎

え
、
７
名
が
参
加
し
た
。

　

文
章
生
成
を
は
じ
め
と
す

る
様
々
な
特
徴
や
リ
ス
ク
、

　

１
月
12
日
、
当
所
に
お
い

て
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
業

務
効
率
化
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
バ
ッ
ク

オ
フ
ィ
ス
業
務
に
注
目
し
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
効
率
化

を
図
る
た
め
の
業
務
見
直
し

や
、
政
府
支
援
策
の
導
入
等

を
行
う
こ
と
で
、
生
産
性
向

上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
た
も
の
。

　

講
師
に
は
、
社
会
保
険
労

活
用
事
例
等
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
業
務
効
率
化
や
生
産

性
向
上
、
新
た
な
価
値
創
造

の
可
能
性
が
見
い
だ
せ
る
と

の
内
容
で
あ
っ
た
。

務
士
の
関
本
誠
氏
を
迎
え
、

６
名
が
参
加
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
メ
リ
ッ
ト

の
他
、
電
子

契
約
や
顧
客

デ
ー
タ
管
理

等
、
様
々
な

事
例
が
紹
介

さ
れ
、
実
務

に
取
り
入
れ

活
か
せ
る
セ

ミ
ナ
ー
で

あ
っ
た
。

「dancyu」編集長　植野広生氏

食
品
部
会
講
演
会
を
開
催

生
成
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
活
用
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る

　
　
業
務
効
率
化
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

小
平
浪
平
翁
記
念
会
で

は
、
小
平
翁
の
生
誕
日
で
あ

る
１
月
15
日
に
あ
わ
せ
視
察

研
修
会
を
開
催
し
、
会
員
等

29
名
が
参
加
し
た
。

　

今
回
は
、
郷
土
の
偉
人
顕

彰
と
し
て
先
進
的
な
取
組
み

を
実
施
し
て
い
る
渋
沢
栄
一

翁
の
顕
彰
活
動
を
学
び
、
当

会
の
更
な
る
発
展
に
繋
げ
る

こ
と
を
目
的
に
、
埼
玉
県
深

谷
市
に
あ
る
旧
渋
沢
邸
「
中

の
家
」
と
渋
沢
栄
一
記
念
館

を
視
察
し
た
。

　

渋
沢
栄
一
記
念
館
で
は
、

深
谷
市
渋
沢
栄
一
政
策
推
進

課
長
の
塚
越
様
よ
り
、
翁
に

関
す
る
深
谷
市
の
取
組
み
に

つ
い
て
講
話
を
受
け
、
最
後

に
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

小
平
翁
は
、本
年
１
月
15

日
に
生
誕
150
年
を
迎
え
た
。

当
会
で
は
、

引
き
続
き

栃
木
市
と

連
携
し
、

顕
彰
活
動

を
推
進
し

て
い
く
。

小
平
浪
平
翁
記
念
会
　
生
誕
記
念
事
業

渋
沢
栄
一
記
念
館
等
　
視
察
研
修
会
を
開
催

　

１
月
17
日
、
当
所
に
お
い

て
、
建
設
部
会
主
催
の
「
建

設
業
の
た
め
の
働
き
方
改
革

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
18

名
が
参
加
し
た
。

　

本
年
４
月
に
「
働
き
方
改

革
関
連
法
」
が
全
面
施
行
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
建
設
業

に
お
い
て
も
、
５
年
間
猶
予

さ
れ
て
き
た
時
間
外
労
働
等

の
規
制
が
強
化
さ
れ
る
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
部
会

員
よ
り
非
常
に
高
い
関
心
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
対

応
策
を
学
ぶ
た
め
に
栃
木
県
よ

ろ
ず
支
援
拠
点
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
小
峰
俊
雄
氏
を
講
師
に

迎
え
、
開
催
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
就
業
規

則
の
見
直
し
や
補
助
金
の
活

用
法
等
、
よ
り
身
近
で
実
用

性
の
あ
る
内
容
に
、
受
講
者

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

「
働
き
方
改
革
」
の
本
質

を
理
解
し
、
新
し
い
時
代
へ

の
ス
タ
ー

ト
を
切
る

た
め
に
非

常
に
有
意

義
な
セ
ミ

ナ
ー
と

な
っ
た
。

建
設
業
の
た
め
の

　
「
働
き
方
改
革
」
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

部 

会 

開 

催 

報 

告

○
第
２
回
工
業
部
会
役
員
会

　

開
催
日　

12
月
26
日　

出
席
者　

10
名

協
議
事
項

　

①
「
日
常
業
務
の
管
理
」
勉
強
会
開
催
報
告

　

②
視
察
研
修
会

常
設
委
員
会
開
催
報
告

○
第
５
回
総
務
組
織
委
員
会

　

開
催
日　

１
月
16
日　

出
席
者　

９
名

協
議
事
項

　

①
創
立
130
周
年
記
念
事
業

　
　

・
記
念
誌
の
編
纂

　

②
令
和
５
年
度
会
員
旅
行
実
施
報
告

　

③
会
員
増
強
・
共
済
制
度
推
進
県
内
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
報
告
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個
人
の
青
色
申
告
事
業
者

を
対
象
に
、
税
理
士
会
の
ご

協
力
の
も
と
、
確
定
申
告
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
予
約
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
期
日
・
担
当
税
理
士

　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　

２
月
27
日
（
火
）

　

小
林
由
忠
・
藤
掛 

昭
・

　

板
倉 

聡

　

２
月
28
日
（
水
）

　

福
島
一
男
・
松
嶋
央
行
・

　

田
上
真
喜
子

　

２
月
29
日
（
木
）

　

板
倉
克
已
・
会
田
哲
治

●
時
間　

９
時
〜
12
時

　
　
　
　

13
時
〜
16
時

●
場
所　

当
所
大
会
議
室

　

※

１
階
ホ
ー
ル
は
、
栃
木

税
務
署
の
確
定
申
告
会

場
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
間
違
え
の
な
い
よ
う

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所

　
　
　

 　

℡
23-

３
１
３
１

青
色
申
告
個
人
事
業
者
向
け

　「
確
定
申
告
相
談
会
」
の
お
知
ら
せ

青
色
申
告
個
人
事
業
者
向
け

　「
確
定
申
告
相
談
会
」
の
お
知
ら
せ

　

当
所
で
は
こ
の
た
び
、
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
仲

介
事
業
を
開
始
し
た
。
こ
の

事
業
は
、
ア
イ
デ
ィ
ア
と
意

欲
を
持
っ
た
事
業
者
の
サ

ポ
ー
ト
や
地
域
活
力
の
醸
成

等
を
目
的
と
し
た
、
新
た
な

会
員
サ
ー
ビ
ス
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
実
施
す
る
も
の
。

　

会
員
事
業
所
が
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
す
る

際
、
当
所
を
通
し
て
運
営
事
業
者

㈱
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
（
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
社
）
に
申
込
み
す

る
こ
と
で
、
資
金
調
達
成
功
時
の

手
数
料
17
％
が
15
％
と
な
り
、

２
％
軽
減
さ
れ
る
。

成
功
金
額
が
１
千
万
円
の
場
合

　

通
常
手
数
料　

：
170
万
円

　

仲
介
後
手
数
料
：
150
万
円

　

※

20
万
円
の
手
数
料
削
減

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

中
小
企
業
相
談
所

　
　
　
　

 

℡
23-

３
１
３
１

会
員
事
業
所
向
け

「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」

　 

仲
介
事
業
の
ご
案
内

　

当
所
で
は
、
新
入
社
員
・

若
手
社
員
の
方
々
を
対
象

に
、
社
会
人
と
し
て
働
く
た

め
に
必
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ん

で
い
た
だ
く
セ
ミ
ナ
ー
を
次

の
通
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

４
月
９
日
（
火
）

　
　
　
　

13
時
〜
16
時
30
分

■
場
所　

当
所
会
議
室

■
対
象　
新
入
社
員・若
手
社
員

　

※

管
内
企
業
に
お
勤
め
の
方

■
定
員　

30
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費
用　

会
員
：
無
料

　
　
　
　

非
会
員
：
２
千
円

■
申
込
方
法

　

Ｑ
Ｒ
、
又
は
、
当
所
Ｈ
Ｐ

よ
り
チ
ラ
シ
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
い
た
だ
き
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

  

中
小
企
業
相
談
所

　
　
　
　

 

℡
23-

３
１
３
１

新
入
社
員
・
若
手
社
員
の
た
め
の

　
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

新
入
社
員
・
若
手
社
員
の
た
め
の

　
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

◆
事
業
承
継
相
談
会

　

日　

時　

３
月
26
日（
火
）

　
　
　
　
　

10
時
〜
15
時

　

場　

所　

当
所
401
会
議
室

　

相
談
員　
栃
木
県
事
業
承
継

　
　
　
　
　
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

 

経
営
指
導
員
相
談
会

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

　

日　

時　

９
時
〜
17
時

　

相
談
員　

経
営
指
導
員

※

予
約
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。

　【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所

　
　
　
　

℡
23-

３
１
３
１

http://bit.ly/3gRXpGd

 

専
門
家
相
談
会

◆
金
融
相
談
会

　

日　

時　

３
月
14
日（
木
）

　
　
　
　
　

10
時
〜
12
時

　

場　

所　

当
所
大
会
議
室

　

相
談
員　
日
本
政
策
金
融
公
庫

　
　
　
　
　
佐
野
支
店
国
民
生
活
事
業

◆
知
的
財
産
権
相
談
会

　

日　

時　

３
月
８
日（
金
）

　
　
　
　
　

13
時
〜
16
時

　

場　

所　

当
所
大
会
議
室

　

相
談
員　
（
公
財
）
栃
木
県
産

　
　
　
　
　
業
振
興
セ
ン
タ
ー

◆
経
営
よ
ろ
ず
相
談
会

　

日　

時　

３
月
19
日（
火
）

　
　
　
　
　

10
時
〜
17
時

　

場　

所　

当
所
401
会
議
室

　

相
談
員　
栃
木
県
よ
ろ
ず
支
援
拠

　
　
　
　
　
点
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

企

業

サ

ポ

ー

ト

情

報

【当所からの第１号案件】

●事業所名
　空禅
●プロジェクト内容
　新商品「畳縁×栃木レザー」
　コラボレーションバッグのＰＲ

栃
木
市
原
油
価
格
高
騰
対
策

運
送
事
業
者
等
支
援
補
助
金

　

原
油
価
格
高
騰
の
影
響
を

受
け
て
い
る
市
内
運
送
事
業

者
等
に
対
し
、
栃
木
市
が
補

助
金
の
交
付
に
よ
る
支
援
を

行
い
ま
す
。

＊
対
象
（
①
〜
③
全
て
を
満

た
す
事
業
者
）

①
中
小
企
業
（
法
人
）

　

個
人
事
業
主

②
自
動
車
運
送
事
業
者

　

土
砂
等
運
搬
事
業
者

③
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と

＊
補
助
額

　

上
限
50
万
円

（
一
事
業
所
一
回
限
り
）

・
準
中
型
自
動
車
以
上
の
貨

物
自
動
車
・
貸
切
バ

ス
：
対
象
車
両
１
台
に

つ
き
５
万
円

・
土
砂
等
を
運
搬
す
る
大
型

自
動
車
：
対
象
車
両
１

台
に
つ
き
５
万
円

・
タ
ク
シ
ー
：
対
象
車
両
１

台
に
つ
き
２
万
円

＊
申
請
期
間

　

１
月
23
日
（
火
）
か
ら

　

３
月
15
日
（
金
）
ま
で

※

た
だ
し
、
予
算
が
な
く
な

り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す

＊
申
請
方
法

　

交
付
申
請
書
に
必
要
書
類

を
添
付
し
、
「
郵
送
」
ま
た

は
「
市
役
所
の
専
用
ボ
ッ
ク

ス
へ
投
函
」
に
よ
り
提
出

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

栃
木
市
商
工
振
興
課

　
　
　
　

  

℡
21-

２
３
７
１

小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
金
（
第
15
回
）

　

小
規
模
事
業
者
の
持
続
的

な
経
営
に
向
け
た
経
営
計
画

に
基
づ
く
、
販
路
開
拓
等
の

取
組
や
、
そ
の
取
組
と
併
せ

て
行
う
業
務
効
率
化
（
生
産

性
向
上
）
の
取
組
を
支
援
す

る
た
め
、
そ
れ
に
要
す
る
経

費
の
一
部
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

＊
補
助
額

　

上
限
50
万
円
（
要
件
を
満

た
す
場
合
最
大
250
万
円
）

＊
補
助
率

　

２
／
３
（
そ
の
他
要
件
有
）

＊
申
請
締
切

　

３
月
14
日
（
木
）

※

電
子
申
請
の
場
合
は
17

時
、
郵
送
の
場
合
は
当

日
消
印
有
効

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所

　
　
　
　

  

℡
23-

３
１
３
１

補
　
助
　
金
　
情
　
報

補
　
助
　
金
　
情
　
報



令和６年２月10日発行(5) （ ）

冬
休
み
そ
ろ
ば
ん
体
験
会
を
開
催

バ
イ
ロ
ー
カ
ル
と
ち
ぎ
蔵
の
街

　
　
　
　
　
新
春
大
当
り
福
引
　
開
催
中
！

　

日
本
珠
算
連
盟
栃
木
支
部
主

催
に
よ
る
「
冬
休
み
そ
ろ
ば
ん

体
験
会
」
が
12
月
26
日
、
当
所

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

本
体
験
会
は
、
そ
ろ
ば
ん
の

普
及
と
促
進
を
目
的
に
、
栃
木

市
・
壬
生
町
の
小
学
２
・
３
年

生
の
児
童
と
そ
の
保
護
者
を
対

象
と
し
、
74
名
が
参
加
し
た
。

　

体
験
会
で
は
、
そ
ろ
ば
ん
の

使
い
方
や
簡
単
な
計
算
な
ど
、

初
め
て
触
れ
る
人
で
も
わ
か
り

や
す
い
基
礎
的
な
内
容
で
実
施
。 　

講
師
に
は
、
同
支
部
の
渡
辺

貞
彦
氏(

渡
辺
珠
算
教
室)

が
務

め
、
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
６
名
の

先
生
方
が
、
指
使
い
な
ど
参
加

者
一
人
一
人
に
丁
寧
な
指
導
を

行
っ
た
。　
　

　

参
加
者
か
ら
は
、「
難
し
か
っ

た
が
楽
し
か
っ
た
の
で
、
ぜ
ひ

珠
算
教
室
に
通
っ
て
み
た
い
」

「
子
供
が
そ
ろ
ば
ん
に
興
味
を

持
っ
た
の
で
親
子
で
参
加
し
て

良
か
っ
た
」
等
の
声
を
い
た
だ

い
た
。

　

栃
木
市
商
店
会
連
合
会
が
、

「
バ
イ
ロ
ー
カ
ル
と
ち
ぎ
蔵
の

街
新
春
大
当
り
福
引
」
を
３
月

31
日
ま
で
開
催
し
て
い
る
。

　

本
事
業
は
、
同
連
合
会
の

加
盟
店
で
の
利
用
を
促
進
し
、

加
盟
店
の
商
い
を
育
て
、
地
域

が
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
す
る
も
の
。

　

本
年
は
能
登
半
島
地
震
で
の

被
災
地
復
興
支
援
と
し
て
、「
能

登
の
地
場
産
品
」
が
賞
品
と
し

て
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

福
引
へ
の
参
加
方
法
は
、
対

象
店
舗
で
千
円
以
上
お
買
物
を

さ
れ
た
方
が
対
象
で
、
所
定
の

応
募
券
、
又
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
り
応
募
が
で
き
る
。

　

詳
細
は
、同
連
合
会
Ｘ(

旧
：

ツ
イ
ッ
タ
ー)

に
て
ご
確
認
を
。

　

な
お
、
対
象
店
舗
で
は
能
登

半
島
地
震
災
害
義
援
金
募
金
も

実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

　【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

栃
木
市
商
店
会
連
合
会
事
務
局

　

℡
23-

３
１
３
１

　令和６年１月１日に発生した、石川県能登地方を震源とする地震でお亡くなりになられた方々に
対し、深く哀悼の意を捧げるとともに、被災された皆様には、心よりお見舞い申し上げます。
　この災害で被災された地域を支援するため、下記の通り義援金を受け付けておりますので皆様の
温かいご支援をお願い致します。
　皆様からお寄せいただいた義援金は、日本商工会議所を通して、被災地の１日も早い復旧・復興を
後押しするため、「①被災事業者の事業再開」「②被災商工会議所の再建」「③観光回復等に係る
事業」に活用させていただきます。

・受付期間   令和6年2月22日(木)まで　　・受付時間   8：30～17：00
・募金方法   栃木商工会議所窓口にて受付

｢令和６年能登半島地震」災害義援金ご協力のお願い

栃木県特定最低賃金の改正のお知らせ
発効日：令和５年１２月３１日

日本珠算連盟栃木支部　加盟教室
教 室 名 住　　　所 TEL

大 塚 学 院
大平珠算学院
木暮珠算塾
篠﨑珠算塾
清　 流　 会
田中珠算学院
藤田珠算塾
渡辺珠算教室

下都賀郡壬生町上稲葉1766-5
栃木市大平町西水代2356-9
栃木市都賀町合戦場1015-13
栃木市嘉右衛門町7-14
栃木市都賀町富張253-4
栃木市藤岡町藤岡1398
栃木市大平町新1679-6
栃木市今泉町1-11-13

82-1058
43-1426
27-9060
24-1392
92-7022
62-2425
43-7926
27-0488

　詳細は、栃木
労働局の最低賃
金特設ページを
ご覧ください。

必ずチェック
最低賃金　使用者も　　労働者も

1,061円

1,007円

塗料製造業

はん用機械器具
等、業務用機械
器具製造業

1,008円
電子部品等、
電気機械器具
製造業

1,016円自動車・同附属
品製造業

1,008円

計量器・測定器
等機械器具、
医療用機械器具、
光学機械器具・
レンズ製造業

とちまるくん©栃木県
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NO.434 令和６年２月10日発行 編集／青年経営者会

青年経営者会NEWS

女性経営者会NEWS

「令和５年度臨時総会」 並びに１月例会 「新春懇談会」 を開催「令和５年度臨時総会」 並びに１月例会 「新春懇談会」 を開催

FMくらら857 ｢いつも元気に会議所ラジオ」出演！
　１月23日、FMくらら857栃木商工会議所オリジナルラジオ
番組「いつも元気に会議所ラジオ」に、当会堀会長と市川
副会長が出演した。当会の５年間のあゆみと「創立５周年
記念ダイアモンド✡ユカイトーク＆ライブ」のPRを中心に
トークを繰り広げた。終始和やかな雰囲気で、これまで当会
を支えてくださった多くの皆様への感謝も気持ちを伝え、
イベントの成功を願った。

　１月22日、市内において「令和５年度 臨時
総会並びに新春懇談会」を開催した。当日は、
荒金会頭をはじめ多くのご来賓にご臨席いた
だき、総勢45名が参加した。
　臨時総会は、まず、笠原会長より「『Bonds of
YEG』～絆の力で新たな一歩を踏み出そう～ 
のスローガンのもと、多くの団体や個人の協力
により、栃木市を盛り上げることができた。」と
挨拶がされた。
　その後、令和６年度役員選任について審議
され、藤平泰典現副会長を会長とする役員予
定者24名の選任案が可決承認された。（任期は
４月１日から１年間。）これにより、令和６年度活動の準備が開始となり、事業計画や予算・委員会組織等
について協議していくことになる。
　藤平令和６年度会長予定者は、「ＹＥＧのブランド化を目指し、全てのＹＥＧ会員
が市民に信頼される事を目指すと共に、世界の栃木市と呼ばれる魅力あるまちづくり
を行ってまいりたい。会員一丸となって、光り輝く栃木ＹＥＧを目指したい。」と
挨拶された。続いて、荒金会頭より「活力ある栃木市を目指すために皆様の若き力
を大いに期待している。」との祝辞をいただいた。
　臨時総会終了後には、新春懇談会が開催され、新春を祝すとともに参加した会員
が懇親を深める機会となった。
　青年経営者会は、本年も会員が一致団結し、商工会議所活動を通して栃木市発展
の礎となるよう邁進してまいりますので、引き続き皆様のご理解とご協力をよろしく
お願いいたします。

総務委員長　市川　敬太

令和５年度 第４回役員会開催

　１月18日、当所において第４回役員会を開催した。
　会議は、２月６日に控える当会創立５周年記念事業の最終協議となり、ご参加いただく方々にお楽しみ
いただき、記念にふさわしいイベントとなるよう、実施に向けて細部に亘り調整を行った。さらに、会員が
士気を高め、次の創立10周年に向けた今後の活動方針や事業計画について、活発な意見交換がされた。

参加者による集合写真

笠原会長

藤平令和６年度会長予定者




